「鳥取県立生涯学習センターの設置及び管理に関する条例」第7条及び第8条関係
(利用の許可)
　第７条　生涯学習センターを利用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更しようとするときも同様とする。
　２　指定管理者は、その利用が次の各号のいずれかに該当する場合を除き、前項の許可(以下「利用許
可」という。) をしなければならない。
　 (1)　公の秩序を乱し、又は善良の風俗を害するおそれがあると認められるとき。
　 (2)　生涯学習センターの施設設備をき損し、若しくは汚損し、又はそのおそれがあると認められるとき。
　 (3)　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号)第2条第2号に掲げる
暴力団その他集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益になると認められるとき。
　 (4)　国、地方公共団体、学校教育法(昭和22年法律第26号)第1条に規定する学校、社会教育法(昭
和24年法律第207号)第10条に規定する社会教育関係団体、一般社団法人、一般財団法人及び特
定非営利活動促進法(平成10年法律第7号)第2条第2項に規定する特定非営利活動法人以外の者が、物品の販売、あっせん、寄附金その他の金品の募集又は勧誘行為を行うために生涯学習センターの施設設備を利用しようとするものであるとき。
　(5)　前各号に掲げる場合のほか、生涯学習センターの管理上支障があるものとして教育委員会規則で定める場合に該当するとき。
３　指定管理者は、生涯学習センターの管理上必要があると認めるときは、利用許可に条件を付することができる。
       (平元条例14・一部改正、平17条例90・旧第4条繰下・一部改正、平20条例58・一部改正)
(行為の制限等)
第８条　生涯学習センターにおいては、次の行為をしてはならない。
   (1)　生涯学習センターの施設設備をき損し、若しくは汚損し、又はそのおそれのある行為をすること。
   (2)　所定の場所以外の場所において喫煙し、又は飲食をすること。
   (3)　他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をすること。
  (4)　前3号に掲げるもののほか、教育委員会規則で定める行為
２　指定管理者は、前項の規定に違反し、又はそのおそれのある者に対しては、生涯学習センターへの入館を拒み、又は生涯学習センターからの退去を命ずることができる。
        (平17条例90・追加)
